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要約

三機能体系がユーラシア・ネットワークの共同文化遺産であることが明ら

かになりつつある

東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

663年の冬至は六十甲子の始まりの日付に比定される

663年の冬至は最初の中日戦争であり、韓中日・東アジア三機能体系の起源

である。
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三機能体系がユーラシア・ネットワークの共同文化遺産であることが明らかになりつつ
ある

キム・ジョンミン博士『檀君の国カザフスタン』より
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三機能体系
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東洋天文学の三機能体系

『黄帝内経』素問第67篇「五運行大論」には、黄帝の師である岐伯が

黄帝に告げる言葉の中に「大地は人の足の下にあるが、太虚（太虚；宇

宙）の中間で大気（大気）がこれを支えているため、風（風）・寒（寒

）・暑（暑）・湿（湿）・燥（燥）・火（火）が生じる」とある。

パク・ヨンギュ『立体五行』より


